














































































































思考：理論結論 反論 命題 仮定 反駁思 想 考えな ど






















































































































































































































































































伶 トイウ トイッタ ヨウナ トノ
等価 0 0 X X X 
近似 X X O O X 
提示 X O X X X 
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【用例の出典】
日本語教育支援システム研究会作成 CASTEL/]より
]01050 =『タテ社会の人間関係』 中根千枝著 講談社 1967年
]04100 =『日本人の言語表現』 金田一春彦 講談社 1975年
JB0500 =『タテ社会の力学』 中根千枝著 講談社 1978年
]06480 =『働くということ』 黒井千次講談社 1982年
]08870 =『睡眠の不思議』 井上昌次郎著講談社 1988年
]09190 =『H本語をみがく小辞典く動詞篇＞』 森田良行 講談社 1988年
]10280 =『日本の企業発展史』 下川浩一 講談社 1990年
JB8460 =『酒飲みの心理学』 中村希明 講談社ブルーバックス 1990年
JB8520 =『進化論が変わる』 中原英臣／佐川峻 講談社 1991年
JB8730 =『時間の不思議』 都筑卓司 講談社 1991年
（もりとき なぎさ 筑波大学大学院膊士課程文芸・言語研究科応用言語学）
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